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調
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林
　
一
也
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５
　
遺
跡
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種
類
　
集
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６
　
遺
跡
の
時
代
　
平
安
ｉ
室
町
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７
　
ｕ退
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

本
遺
跡
は
、
宇
佐
神
官
よ
り
西
へ
四
五
〇
ｍ
離
れ
た
谷
底
平
野
に
立
地
す
る
。

遺
跡
の
北
側
に
は
勅
使
街
道
と
呼
ば
れ
る
道
路
が
東
西
に
延
び
て
お
り
、
そ
の

東
の
端
は
神
官
境
内
に
占
地
す

る
天
平
十
年

（七
一一一人
）
創
建
の

弥
勒
寺
西
門
跡
に
通
じ
て
い
る
。

近
年
、
こ
の
道
路
の
南
側
に
お

い
て
圃
場
整
備
事
業
に
伴
う
発

掘
調
査
が
実
施
さ
れ
、
宇
佐
神

の

宮
の
主
要
参
道
に
面
し
た
集
惨

寧

跡
の

一
端
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

高畑廃寺出土墨書土器



1982年出上の木簡

調
査
の
結
果
、
約

一
三
〇

〇
ド
の
範
囲
に
掘
立
柱
建
物

二
〇
棟
以
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、
柵
四
列
、
井

炉
　

一Ｅ

一基
、
溝
状
遺
構
二
条
、

２‐
　

そ
れ
に
円
形
、
不
定
形
の
上

ｓＥ
　

拡
十
荻
基
等
が
検
出
さ
れ
た
。

こ
の
う
ち
掘
立
柱
建
物
に
は
、

六
間

×
三
間

全

四
受

七

ｍ
）

の
大
型
の
も
の
が
あ
り
、

有
勢
者
の
存
在
が
考
え
ら
れ
る
。
溝
状
遺
構
は
、
九
世
紀
の
上
器
や
瓦
を
伴
う

も
の
と
、　
一
四
世
紀
末
の
各
種
土
器
を
伴
う
も
の
が
あ
り
、
遺
跡
の
上
限
と
下

限
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
そ
の
他
の
遺
構
か
ら
出
土
す
る
土
器
は
、
糸
切
り
底

の
郭
と
小
皿
が
き
わ
め
て
多
い
が
、
内
黒
土
師
器
、
瓦
器
、
各
種
陶
磁
器
等
も

か
な
り
多
く
確
認
さ
れ
た
。

木
簡
は
Ｓ
Ｅ
二

一
井
戸
内
よ
り
、
箸
、
曲
物
、
下
駄
、
そ
の
他
の
木
製
品
、

土
器
等
に
混
っ
て
一
点
検
出
さ
れ
て
い
る
。
共
伴
す
る
土
器
か
ら
平
安

・
鎌
倉

時
代
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
井
戸
は
竪
半
分
し
か
発
掘
し
て
い
な
い
の
で
正

確
で
は
な
い
が
、
縦
板
の
上
端
に
方
形
の
穴
が
あ
け
ら
れ
て
お
り
、
紐
ど
め
の

木
枠
組
と
推
測
さ
れ
る
。
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